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株式会社フィードテイラーのご紹介

自社・受託をあわせて実績120個以
上。2008年より事業化。B2Bアプリ
が得意

設立日 2006年7月7日

所在地 大阪市北区東天満 1-12-11

代表者 大石 裕一

資本金 1000万円

従業員数 6人 (アルバイト、外部パートナー含む )

免許/資格

ACN
AWS Technology Partner
情報処理安全確保支援士  

Web https://www.feedtailor.jp/

Webサイト高速化・セキュリティ強化事業

エンタープライズ iOSアプリ 事業

WordPressサイトの静的化技術を提
供し、サイトの高速性と安全性を高
めるサービス
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form
静的ページ上で動作する、PHPが不
要なJavaScriptベースのメールフォー
ムツール

エンタープライズiOS研究所 エンタープライズiOSを専門とす
る国内唯一の特化型メディア
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form

通知

返信

PHP不要・メールサーバ不要のフォームツール
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静的化してスピードとセキュリティを担保するのが2020年以降のトレンド

静的化ページ上でjsを使って動的要素を実装する

『Jamstack』のコンセプトが広がりつつある
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デザイン HTML化 PHP化・設定

デザイナー コーダー エンジニア

レガシーなフォームと espar form の違い

legacy form

デザイン HTML化 JS 貼り付け
html css 調整

デザイナー コーダー

月に1回動く程度の仕組みに時
間・お金をかけて、さらに
セキュリティリスクを背負う

form

html/css/javascriptのみで
短期間・低コストに実装し
セキュリティリスクも軽減

ready
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① フォームを置くページのhtml内に埋込コードを貼り付ける

espar form の導入手順
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② 専用クラス等をhtmlに追記してフォームの振る舞いを定義する

フォームを識別するID

必須チェックに失敗したら表示されるエラー文言用クラス

必須チェック

① フォームを置くページのhtml内に埋込コードを貼り付ける

espar form の導入手順
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③ 管理画面でメール内容や送信先の設定

espar form の導入手順
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form

通知

返信

以上の3ステップでhtmlに書いたフォームが動き出す

PHP・DB・CMS・メールサーバ不要



入力画面

確認画面・完了画面は espar form が自動生成

コーダー

入力画面のhtmlだけ作る

form

jsで自動生成

確認画面 完了画面



入力画面

入力条件（バリデータ）を多数用意。エラーは自動表示

コーダー

入力画面の
htmlだけ作る

form

定義に従って
自動表示

エラー表示

エラー画面



豊富な入力条件（バリデータ）

条件識別子 入力値チェック内容

required 必須チェック

email メールアドレス形式チェック

emailDomain メールアドレス形式で@の後のドメインが存在するかどうかのチェック

url URL形式チェック

number 符号、小数点、3桁ごとのカンマ付き半角数字のチェック

digits 半角数字のみかどうかチェック

alpha 半角アルファベットのみかどうかチェック

alphanumeric 半角英数字とアンダースコアのみかどうかチェック

zip 郵便番号形式のチェック

tel 電話番号形式のチェック

minlength 最小文字数チェック

maxlength 最大文字数チェック

min 最小値チェック

max 最大値チェック

equalTo 別の入力項目と一致しているかチェック

espar form 独自！

お客様がメールアドレス入力を

誤って連絡不能になってしまう事

態を回避



CSSクラスとエラー文言を追加するだけで条件チェックが発動

この input 要素は必須です
という意味のクラスを追加する

エラー文言は最初から書いておく（ CSSで display:none; を指定）
必須条件を満たさない場合のみ表示される

espar form を動作させるのに必要なのはCSSクラス名のみ

それ以外のhtmlは自由 → 他のフォームサービスに比べて自由度が高い



独自の入力条件（バリデーション）をjsで追加可能

実装はjsで条件式を書くだけ

独自の入力条件をjsで容易に実装が可能

inputやselect要素に独自条件をクラス指定し、対応するエラー要素を定義する



ファイル添付も可能

添付ファイルの数・形式・サイズ等の自動チェックやエラー表示もhtml/cssだけで実現可



メールの送信先やタイトル・本文を設定する専用管理画面



メール送信先や内容の柔軟な設定

.espf_date フォーム入力日付

.espf_time フォーム入力時間

.espf_remote_addr フォーム入力ユーザの IPアドレス

.espf_user_agent フォーム入力ユーザの UserAgent

.espf_referer フォームのURL

フォーム入力値に置き換わる変数

日時やIP・ユーザエージェント等の標準変数

To, Cc, Bcc, From, Reply-To を自由に設定

if 構文を使って条件分岐が可能



チャット連携

MAIL

CHAT

form

slackの任意チャンネルにメールと同じ文面が飛ぶ



Google SpreadSheet 連携 / kintone 連携

MAIL

CHAT

form
RestAPI

Google SpreadSheet 連携。入力内容を自動保存。あとからCSVダウンロードも可能



Google SpreadSheet 連携

SpreadSheetのスクリプトエディタを使ってGASで連携コードを作成する



Google SpreadSheet 連携

RestAPIとしてデプロイし、URLを espar form の外部API連携に指定する
(詳細はオンラインマニュアル参照)



振る舞いを自由にカスタマイズできる豊富なコールバック

コールバック コールバックが呼ばれるタイミング

input_ready_callback 入力画面が表示されきったあと

confirm_ready_callback 確認画面が表示されきったあと

validation_success_callback 入力画面で条件チェックエラーがなかったとき

validation_failure_callback 入力画面で条件チェックエラーがあったとき

submit_success_callback 送信が成功して完了したあと

submit_failure_callback 送信が失敗して終了したあと

back_clicked_callback 確認画面で戻るボタンがクリックされた直後

submit_clicked_callback 送信ボタンがクリックされた直後

confirm_clicked_callback 確認ボタンが押された直後

submitが成功した後に呼ばれる独自の挙動



espar form の導入事例

https://www.kyotocity-iot-soudan.kyoto/contact/

京都市様 京都市IoTビジネス相談窓口

富士ソフト(株)様 moreNOTE製品サイト

https://www.morenote.jp/contact/

https://www.morenote.jp/simulator/


